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序    文

池日市は大阪府の北西部に位置し、五月山の緑、猪名川の水の流れに囲まれた

自然の豊かな環境の中、人々が先史の時代から営み始めています。

近年はこの地も、陸・空の交通の要衝として、また、大阪のベットタウンとし

て開発が進み、大きく発展しました。

しかしながら、このよ―うな開発‐発展とは裏腹に、我々の祖先が伝え残してき

た文化遺産や自然が破壊さ|れ、昔の面影がしのぶことができないほど様がわりし

てしまったことも事実です。祖先から受け継がれてきた文化遺産を現代生活に反

映しつつ、また、後世に伝えて行くことが我々の義務と考―えております。

この報告書は、上述した状況の中、危機に面している埋蔵文化財について、国

の補助を受けて実施した発掘調査の概要報告であります。本書が文化財の理解に

通じれば幸いと存じます。

なお、調査の実施にあたつては多くの御指示、御助言をいただいた諸先生並び

に関係機関をはじめ、土地所有者、近隣住民の方々には文化財保護に対して、格

別の御理解と御協力をいただき、心―より感謝と敬意を表し、厚く御礼申し上げま

す。

平成19年3月

池田市教育委員会

教育長 村 田 陽



例    言

1.本書は、池田市教育委員会が平成18年度国庫補助事業 (総額1,000,000円―、国庫50%― として実

施した埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告書である。

2.調査は、池田市教育委員会教育部社会教育課が実施し、中西正和が現地を担当した。

3.本書の執筆・編集は中西が行なった。また、本書の製図、遺物実測にあたっては野村大作・

辻武司の協力を得た。

4.本書で使用する土層の色調は、『新版標準土色帖』(農林水産技術会議事務局監修、財団1法人

日本色彩研究所 色票監惨)に よる。

5。 調査の進行にあたっては、施主並|びに近1隣住民の方々にご理解、ご協力をいただいたことに

対し、深く感謝の意を表する次第であります。
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I歴史的環境

池田市は大阪府の西北部に位置し、東西4.lkm、 南北9.2kmの南北に細長い市域で、西摂平野の北

東部、丹波山地に源を発する猪名川が北摂山地を分断して平野部に出たところにあり、古 くから

谷口集落として、大阪と丹波、能勢地方の物資集散、文化交流に中心的な役割を果してきた。

池田市の地形は、市域のほぼ中央に五月山が占め、それより北には、北摂山地および余野川に

よって形成された沖積平野が広がっている。また、五月山より南には、標高約50mの緩やかな五

月山丘陵が広がり、更に南側には、猪名川によって形成された広大な沖積平野が広がっている。

このような自然環境の中、人々は旧石器時代から生活を営んでいたことが近年の発掘調査で明ら

かになっている。

旧石器時代

旧石器時代に関する遺跡は少ない。旧石器が出土した遺跡としては、伊居太神社参道遺跡、宮

の前遺跡 (螢池北遺跡 )、 宮の前西遺跡、神田北遺跡、宇保遺跡が挙げられるが、遺構について

は未確認である。

伊居太神社参道遺跡は標高約50mの五月山丘陵の西端部に位置し、明治年間から石器が採集さ

れ、その中に少量であるがナイフ形石器等の旧石器時代に比定されるものが認められている。宮

の前遺跡では、昭和61年度の大阪府教育委員会による発掘調査で国府型ナイフ形石器、平成元・

7年度の豊中市教育委員会による螢池北遺跡発掘調査でナイフ形石器が出土している。また、宮

の前遺跡に隣接する宮の前西遺跡からは翼状剥片 1点が採取されている。神田北遺跡、宇保遺跡

では、平成 9年度からの大阪府教育委員会による府道神田池田線拡幅工事に伴うの調査で国府型

ナイフ形石器が出土している。

縄文時代

縄文時代に関する遺跡も少なく、市域北部で遺物が確認されている遺跡は、古江遺跡から石匙

1点採取されているのみである。また、市内中部では、伊居

太神社参道遺跡で縄文時代のサヌカイト製の石鏃、京中遺跡

でサヌカイト製の石鏃・石之が採取され、近隣の畑ではサヌ

カイト製の尖頭器が採集されている。また、近年の発掘調査

で、池田城跡下層からサヌカイト製の石鏃や晩期の生駒西麓

産突帯文土器が出上し、土坑などの遣構も検出されている。

一方、南部の台地に位置する神田北遺跡では石鏃・石匙、

宮の前遺跡では石棒が採取され、また、豊島南遺跡で後期か

ら晩期の土器が出土している。しかし、土器は少量で、遺構

は検出されておらず、縄文時代の集落の規模・性格等は明ら

かではない。
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第 1図 宮の前遺跡出土石棒



1 本部 1号壌
2本 部2号墳
3木 部」t山吉境
4木 部遺飾
S愛 宕神社遺跡
6遺 物散布地
ア 五月 IL公園遺跡

8伊 居太神社参適遺跡
9紅 粟宙壌
10娯三堂吉境
11 娯三堂南首墳
12池田城跡
13池 田奏 日山古蟻
14善 海愕 墳
15書海 2号壇
16石積廃寺

18 jdl有 舌尖頭器出土地
19京中遺跡
20野田塚苗壊
2, 夏湖池追跡
22鉢 塚北遣跡
29鉢 塚古墳・鉢塚遣絲
24鉢 塚南遺跡
25狐 塚百境
26石 稿百壌
27二子塚古墳
23禅城寺遺跡
29宇保猪名津彦神社吉墳
30宇 俣景齢
31 神 EE北遺跡
32脇 塚古
33門 田i
34稗 田南遺跡
3S天 榊機 鏃

37馨 風首横跡
38住吉宮の前遺跡
39宮 の前西退跡
40五 月ヶ丘古墳

第2図 遺跡分布図
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弥生時代

弥生時代前期の遺跡としては、五月山北麗

に位置する木部遺跡があげられる。木部遺跡

は工事中に発見された遺跡で、その時に弥生

時代前期から後期の土器が出上している。

弥生時代中期になると、池田市南部の台地

上で遺跡が現れるようになる。宮の前遺跡は

昭和43年 ・44年 に中国縦貫自動車道建設に伴

い、大規模な発掘調査がなされ、方形周溝墓、

竪穴住居跡、土娠墓等の遺構が多数検出され

ている。また、宮の前遺跡から西へ約 1にmに

位置する豊島南遺跡では方形周溝墓が検出さ

れ、宮の前遺跡との関連が注目される。

弥生時代後期になると、宮の前遺跡、豊島

南遺跡は消滅し、かわって、五月山丘陵で池

田城跡下層、京中遺跡、五月山山頂で愛宕神

社遺跡が現れる。池田城跡下層では平成 3年

の調査で、ベッド状遺構を伴う竪穴住居跡が

検出されている。また、神田北遺跡では、竪

穴住居跡、土坑が検出されている。弥生時代

後期になると小規模な遺跡が増加する。

I.Iギ11

議|lt

第 3図 神田北遺跡弥生土器出土状況

第 4図 娯三堂古墳

古墳時代

市内に残る古墳時代前期の古墳は、池田茶臼山古墳と娯三堂古墳である。池田茶臼山古墳は五

月山より派生する丘陵の鞍部に築造された全長62mの前方後円墳で、竪穴式石室、埴輪円筒棺、

葺石、埴輪列が検出されている。一方、娯三堂古墳は池田茶臼山古墳より北西約500m離れた五

月山中腹に位置する径27mの円墳で、明治時代に石室内から画文帯神獣鏡などが出土している。

平成元年度の調査の結果、同一の墓壊内に竪穴式石室と粘土彬卜が存在することが確認されている。

古墳時代中期では小規模な低墳丘をもつ古墳が宮の前遺跡、豊島南遺跡で見られるようになる。

古墳時代後期では古江古墳、善海 1・ 2号墳、木部 1。 2号墳、木部桃山古墳、須恵質の陶棺

を持つ五月ケ丘古墳のような単独、あるいは 2～ 3基 を一単位とする小規模な古墳が現れるが、

群集墳は形成されない。古江古墳は平成17年に電波塔工事によって破壊され、その際の事後調査

によって、須恵器・鉄刀が出土した。上記の小古墳が築造された一方で、巨大な横穴式石室を有

する鉢塚古墳や前方後円墳の二子塚古墳が築造されており、この地域の古墳の中でも、鉢琢古墳

と二子塚古墳は異質の存在である。

古墳時代の集落遺跡としては、古江遺跡、木都遺跡等で須恵器や土師器が出上しているが、こ

れらの遺跡では、遺構の詳細は判然としない。豊島南遺跡では古墳時代前期の焼失住居が検出さ
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れ、現在のところ、市内において古墳時代前

期の集落遣構が確認された唯―の遺跡であ

る。中期に入ると、少しではあるが検出遺構

も増す。宮の前遺跡では竪穴住居跡が検出さ 」
/

れており、また、豊島南追跡では竪穴住居跡、 ギ

溝が検出されている。

歴史時代

集落遺跡としては、宮の前遺跡で奈良時代

の掘立柱建物跡・溝が検出されおり、豊島南

遺跡、神田北遺跡においても奈良時代の掘立

柱建物跡等が検出されている。寺院跡としては白鳳・奈良時代の瓦が採取された石積廃寺がある

が、未調査のため詳細は明らかではない。中世では神田北遺跡で掘立柱建物跡が検出されており、

土師氏によって開発が推進されたとされる呉庭荘との関係が考えられる。

室町時代から戦国時代にかけて、国人の池田氏が豊島郡一帯の政治、経済を掌握するようにな

る。その池田氏の出自の詳細は明らかではないが、応仁の乱ごろから摂津守護細川氏の被官とし

て勢力を拡大させていくが、永禄11年 (1568)織田信長の摂津入国により、池田氏は降伏を余儀

なくされ、さらに、家臣であった荒木村重によって、その地位を奪われることになる。池田氏の

居館であった池田城は、五月山から南方へ張り出した台地上の南麗に位置する。昭和43・ 44年に

主郭部の一部が調査された際、礎石を伴う建物跡や枯山水様の庭園跡が検出され、また、平成元

年度から平成 4年度の調査では虎口、建物跡、小規模な石垣、内lTH、 蜂列建物跡等を確認してい

る。

参考文献

F原始・古代の池田』 池田市立池田中学校地歴部 1985年
『新修 池田市史』 第 1巻 池田市 1997年
『禅城寺・宇保・神田北遺跡』大阪府教育委員会 2002年

第 5図 宮の前遺跡遺構検出状況
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池田城跡発掘調査

はじめに

池田城は、池田市城山町・建石町一帯に位置し、戦国期を中心とする国人池田氏の居城で、五

月山塊から張り出した標高50mを測る台地の西縁辺に立地している。その場所からは、眼下に旧

池田村を望むことができる。また、丹波山地から大阪湾に流れ込む猪名川、大阪と能勢地方を結

ぶ街道を一望することもでき、そのことから、

池田城は当時の交通の要衝に選地されていた

ことが判る。池田城を居城とした国人池田氏

の出自についての詳細は明らかではないが、

13世紀後半頃の文献からその名が散見される

ようになる。しかし、当時の池田氏の動向は

不明な点が多い。15世紀後半頃以降、摂津守

護細川氏の被官として、幾度かの落城を経験

しながらも、荘園経営や高利貸経営により勢

力を伸ばし、摂津の国人の中でも有力な地位
第 6図 池田城跡掘立柱建物跡
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を得るにようになった。しかし、永禄H年 (1568)織田信長による摂津入国に際し、降伏を余儀

なくされ、信長の支配下となる。その後、家臣であった荒木村重によって城を奪われ、そして、

池田城は村重の有岡城入城に伴い、政治・経済支配の拠点としての役割を終えることとなった。

池田城全体の構造について不明な点が多く残っていた。昭和43、 44年 に主郭の一部が発掘調査

され、建物に伴う礎石、石組の溝、中世城郭では珍しい枯山水の庭園、落城に伴う焼土層等が検

出された。また、平成元年から4年に実施された主郭部の発掘調査では、排水のための暗渠を埋

設する虎口、礎石や一部瓦を伴う建物、石組の溝、小規模な石垣、主郭内に設けられた内堀、倉

庫と考えられる媒列建物跡等が検出された。一方、大阪府教育委員会や池田市教育委員会による

主郭周辺の発掘調査では、主郭部の南方約 100mの位置で大手口が存在することや空堀が幾重に

も巡らされていることが半」明しており、少しずつであるが城の全容が解明している。また、池田

城以前の時代についても、昭和60年以降の大阪府教育委員会による調査では縄文時代晩期の土器、

弥生時代後期の竪穴住居跡、古墳時代中期の土坑、奈良時代の木棺墓が検出されており、平成 3

年度の池田市教育委員会による発掘調査では、庄内期のベッド状遺構を伴う竪穴住居跡が検出さ

れている。

池田城跡第54次調査

調査の概要

調査は池田市建石町1978-5に おいて、個人住宅建築に先立ち実施した。

調査地は主郭部より南に位置し、大手門と

考えられる場所に隣接する。また、北側の隣

接地では古墳時代の上墳墓が出土した。    半

南側のトレンチを第 1ト レンチ、北狽1の ト

レンチを第 2ト レンチとし調査を実施した。

調査面積は両 トレンチで 6♂である。

基本層位は

第 1層 盛土

第 2層 灰黄褐色砂質土 第 8図  トレンチ位置図

mM顔 黄

＼

4130m

1 10YR4/2灰 黄掲色砂質土 (第 2層 )
と:|むヤH3お繕為E癌醤王女繁籍属

′ 4
4 10YR5/41こ ぶし境 掲色粘質土

―

         亨

―

洲予R読荏塚R誓層者難窪彗ヱ
劃こ合0

第 9図 第1ト レンチ東壁断面図
龍奥誕岬毛4酌  性_十~~~甲
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第 3層 暗掲色粘質土

第 4層 にぶい責褐色粘質上の地山である。
調査の結果、遺構は検出されなかった。

出土遺物は第2ト レンチ第 3層 よりあった。

1・ 2は土師器皿、 3は中国製白磁皿で、高台

部分は欠損 している、16世紀中ごろの白磁皿

と考えられる。

+
池田城跡第55次調査

調査の概要

調査は池田市建石町1928-1に おいて、個

人住宅建築に先立ち実施した。

調査地は主郭部から北東に位置し、池田城

の範囲の北端にあたる。池田城跡北側の土層

の確認を主眼におき調査を実施した。調査面

積は 3♂である。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層  にぶい赤褐色シルトで、下層との

境目は確認できず、地山の確認もできなかっ

た。

遺構 。遺物は検出されなかった。

ヤ 2

6200mヽ

1 5YR守 31こ ぶい赤掲色シルト

盛土

、ヽ_、 .、 ェヽ=__篤一′
/

/

/

lm

第13図  トレンチ西壁断面図

m

第11図 出土遺物実測図

第12図  トレンチ位置図

第14図 池田城跡縄張り図
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Ⅲ 禅城寺遺跡・宇保遺跡発掘調査

はじめに

禅城寺遺跡・宇保遺跡がある宇保町一帯は、古代末から中世の荘園・呉庭荘の一部と考えられ

る。呉庭荘は坂上氏の系譜を引く土師氏の開発とされ、11世紀後半には権勢家藤原氏
。久我氏の

所有を経て12世紀にッ鳥羽上皇に寄進、14世紀ごろには領主の衰退で国人池田氏の支配下になった

ものと思われる。禅城寺は、土師氏が俗別当

に就任した善城寺に関わる寺院とされる。当

寺はいったん廃絶したが、江戸時代に禅城寺

として復興し、今も観音堂として守られてい

る。

禅城寺遺跡の発見は、昭和62年マンション

エ事中に中世の瓦が発見されたことからはじ

まるが、その後、調査の件数が少なく不明な

点が多かった。しかし、平成 9年、遺跡の東

側に位置する府道神田池田線の拡幅工事に伴 第15図 禅城寺遺跡第 2次調査

禅城寺遺跡第9次調査
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う大阪府教育委員会の試掘調査の結果、中世遺物が発見されたことにより、遺跡範囲の拡大が行

われた。また、平成10年 に実施した池田市教育委員会による個人住宅建設に伴う緊急発掘調査の

結果、飛鳥時代の竪穴住居跡 4基、奈良時代の掘立柱建物跡 1基を検出し、また、弥生時代後期

の土器も認められた。こうした成果から、禅城寺遺跡は寺院遺跡だけではなく、宇保町・城南 2

丁目一帯にひろがる弥生時代後期から中世にかけての複合遺跡であることが明らかになった。

また、府道神田池田線の拡張工事に伴い、平成10年

度から大阪府教育委員会が宇保遺跡・禅城寺遺跡・神

田北遺跡の発掘調査を行い、禅城寺遺跡・宇保遺跡で

は大溝や旧石器等が検出されている。

禅城寺遺跡第 9次調査

調査の概要

調査は池田市宇保町238-1に おいて、個人住宅建築

工事に先立ち実施した。調査面積は12だである。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 耕土

第 3層 褐色粘質土
第17図

7 5YR4/3褐色粕質土 (第 3層 )
7 5YR2/2黒掲色粘質土 (第4層 )
7 5YR3/1黒褐色粘質土
7 5YR6/6橙色粘質土 (第 5層 )

ｔ

奮

第18図  トレンチ平 。断面図

⑤
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第 4層 黒褐色粘質土 (弥生から中世の遺物含む。)

第 5層 橙色粘質上の地山である。

検出遺構は柱穴・杭跡である。柱穴は直径18cm前後のものが

多く、柱を支えるための根石が入れられているものもある。主

な遺構の概略を説明する。

柱穴 1は調査地北西より検出したもので、一部調査タトに位置

する。他の柱穴とは異なり直径70cmと 大きく、やや方形である。

出土遺物より、飛鳥から奈良時代の柱穴と考えられる。柱穴

2・ 3。 4は、底に根石がある。

今回の発掘調査で出土した遺物の量はコンテナ 2箱分であった。これらの内、大部分が包含層

(第 4層)か ら出土した瓦器椀等の中世遺物で、他に、弥生土器 (後期)、 須恵器がある。

1は弥生土器 (後期)の壷の口縁部で、文様は認められない。 2は弥生後期の高杯の杯部分と

考えられ、外面には段が付 く。 3は柱穴4よ り出土した土師質の高杯。 4は土師器の甕で、タト面

はハケ、回縁部はナデが施されている。 5は土師質の上錘で、残存の長さは3.8c m、 一部欠損

している。 6は須恵器の椀の底部で、高台を持つ。 7は須恵器の椀の底部と考えられ、底部はヘ

ラきりが施されている。 8は須恵器の椀と考えられる。 9は須恵器で、残存では体部に円了Lがな

いが、隧と考えられる。10は須恵器の鉢と考えられる。焼成が悪いためか赤褐色の胎上である。

11・ 12は東播系須恵器の鉢である。Hは柱穴4よ り出土したもので、口縁部は少し上方に突出す

る。12は柱穴5よ り出土したもので、11よ り大型で、口縁部端の張り出しも大きい。13か ら19は

瓦器椀で、13か ら15は 口縁端部が丸く、タト湾するため、和泉型瓦器椀と考えられる。16は前のも

第19図 柱穴検出状況
(左から柱穴2・ 3・ 4)

卿
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第20図  出土遺物実測図
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のと異なり、内面に沈線を施し、器厚であるため、楠葉型瓦器椀と考えられる。17・ 18は瓦器椀

の底部で、高台を有する。17は台形の高台がつき、内面見込みにヘラミガキがみられる。18はわ

ずかな高台がつく。19は土師質の皿で、15世紀代のものと思われる。 (1・ 2・ 4～ 6・ 8。 9'14～

19は第4層 より出上、7・ 10・ 13。 19は第3層 より出土。)

禅城寺遺跡第10次調査

調査の概要

調査は池田市宇保町332の一部において、店舗建

築工事に先立ち実施した。調査面積は 6♂である。

調査地は禅城寺遺跡がひろがる台地上の北西端部

に位置し、飛′鳥時代の竪穴住居跡等が見つかった第

2次調査地の南に隣接する場所でもある。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 にぶい褐色シルト

第 3層 橙色シルトの地山である。

検出遺構は、柱穴が 3基、西端に土坑 l基である。

柱穴 1は、直径40cm、 深さ16cm、 やや方形で、出

土遺物はないが、飛鳥から奈良時代ころのものと考

えられる。
第21図  トレンチ位置図

2500沖、 表 土

^撹

舌γ

/
/ ~~~

2m

肌

7 5YR4/2灰褐色粘質シルト
7 5YR6/3にぶい掲色ンルト (第 2層 )
7 5YR4/3褐色ンル ト
7 5YR6/6橙色シル ト (小礫を合む)(第3層 )

第22図  トレンチ平・断面図

出土遺物は、瓦器椀、土師器皿など中世の遺物が中心で、

その他に土師器甕の口緑部・須恵器などが含まれる。ほと

んどが小片で実測できるものは第2層 より出上した土師器

甕 (第23図 )だけである。

m

第23図  出土遺物実測図
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宇保遺跡第 1次調査

調査の概要

調査は池田市宇保町1ク 1-8、 174-5。 6

において、建売住宅建築工事に先立ち実施

した。調査面積は 3♂である。

調査地に隣接する府道神田池田線は拡幅

工事の際に大阪府教育委員会によって発掘

調査が行われ、土坑 。大溝等が検出されて

いる。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 耕上、床土

第 3層 灰褐色粘土 (マ ンガン粒含む)
第 4層 灰褐色粘土

第 5層 灰褐色粘土 (マ ンガン粒含む)
第 6層 橙色粘上の地山である。

今回の調査では、遺構、遺物は検出され

なかった。

まとめ

0        10m

―
第24図  トレンチ位置図
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7 5YR5/2灰掲色粘土 Mg含む (第 3層 )
7 5YR4/2灰掲色粘土  (第4層 )
7 5YR4/2灰掲色粘土 Mg含む (第 5層 )
7 5YR7/6橙色粘土 (第6層 )
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第25図  トレンチ西壁断面図

禅城寺遺跡の調査で、飛′鳥時代、中世の柱跡を検出した。出土遺物は弥生土器 (後期)が僅か

で、飛鳥時代、中世 (12世紀 。13世紀)の遺物が中心に出上している。

包含層は弥生土器 (後期)か ら瓦器椀までを一括に包含している。そのことから、13世紀に大

掛かりな開墾等の土木工事が行われたため、それまでにあった弥生時代からの遺構・包含層が破

壊され、弥生時代から中世の遺物を一括に含む包含層になったと考えられる。

宇保遺跡の調査は小規模なトレンチであったため、遺構・遺物は確認できなかったが、土層は

良好に残っており、周辺に遺構・遺物の存在が考えられる。
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Ⅳ 鉢塚遺跡・鉢塚北遺跡発掘調査

はじめに

鉢塚遺跡は池田市鉢塚 2丁 目一帯にひろがる遺跡で、東には尊鉢厄神で有名な釈迦院の一部か

ら西は巨大な横穴式石室を有する鉢塚古墳までをおおよその遺跡の範囲とする。

鉢塚遺跡は平成15年 6月 に新規発見の遺跡として取り扱われるようになったが、以前は鉢塚古

墳として古墳周辺のみが追跡範囲であつた。古墳東側の建築工事の調査等によって、古墳時代以

外の中世を中心 とする出土遺物があり、

集落遺跡の存在が考えられるようになっ

た。

鉢塚北遺跡は、昭和55年度の池田市教

育委員会による分布調査により確認され

た遺跡で、わずかに残っている畑より、

弥生土器が表土採取された。その後、発

掘調査は行われておらず、遺跡の詳細は

不明である。

第26図 鉢塚古墳

努

″

tt

テニスコー ト

.lg止

第27図  調査地位置図
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鉢塚遺跡第 1次調査

調査の概要

調査は池田市鉢塚 2丁 目384-1に おいて、個人住宅建築に先立ち実施した。

調査地は能勢街道沿いに位置する。敷地北側にトレンチを設定し、調査を実施した。

は 2♂である。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 にぶい赤褐色シルト

第 3層 褐色シルトの地山である。

検出遺構は柱穴 1基で、出土遺物がないため、時代等不明である。

出土遺物は、第 2層 より上師器皿片を検出したが、小片のため図化はできなかった。

3780m｀、
一  、

表 土

調査面積

l               ′

|   |
1 5YR4/3に ぶい赤褐色シル ト (第 2層 )
2 10YR4/6掲 色シルト (第3層 )

第29図  トレンチ平 。断面図

第28図  トレンチ位置図

鉢塚北遺跡第 1次調査

調査の概要

調査は池田市鉢塚 1丁 目302-34に おいて、個人

住宅建築に先立ち実施した。

調査地は能勢街道より南に位置し、若干南に下

る傾斜地である。敷地北側にトレンチを設定し、

調査を実施した。調査面積は 3♂である。

基本層序は

第 1層 盛土

第 2層 耕土

―-14-―

第30図  トレンチ位置図
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7 5YR3/2黒掲色粘質土 (第 3層 )
7 5YR2/1黒色粘土 (第 4層 )
10G3/1暗緑灰色砂礫土 (第 5層 )

6

第31図  トレンチ西壁断面図 第32図  出土遺物実測図

第 3層 黒褐色粘質土

第 4層 黒色粘土

第 5層 暗緑灰色砂礫上で出土遺物はない。

検出遣構はなかったが、第 3・ 4層から瓦器椀 。土師器皿を中心とする中世の遺物が出土した。

1は須恵器甕の体部で、タト面は平行タタキの上からカキロ、内面は同心円タタキの上をナデ調

整が施され、わずかに同心円タタキの痕が残る。 2は瓦器椀の回縁部、 3は瓦器椀の底部で、断

面が三角形の高台が付 く。 4か ら6は土師器皿で、 4・ 5は口縁部が外湾するが、 6は直線的で

内面端部に段を有する。 7・ 8は瓦質の足釜である。

まとめ

鉢塚追跡、鉢塚北遺跡ともに中世に関する出土遺物があり、周辺に中世の集落跡の存在が推測

できる。

特に、鉢塚北追跡は中世 (13世紀 。15世紀)の遺物が良好に確認できた。そのため周辺に中世

の集落があると考えられる。分布調査では弥生土器を確認したが、今回は確認できず。中世以前

の遺物は飛鳥時代頃の須恵器甕 1点であった。

―-15-―
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旦
々
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叫
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旧
昼

いけだじょうせき

池田城跡第54次

たていしちょう

建石町1978-5
272043

度
分
秒

３４

４９

３‐

135度

25分
45秒

060530

060606

ゼ
ｍ
個人住宅建設の
ための事前調査

いけだじょうせき

池田城跡第55次

たていしちょう

建石町1928-1
//

度
分
秒

135度

25分

51秒

060627

060630
3 na
個人住宅建設の
ための事前調査

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第9次

うほちょう

宇保町238-1
ク

度
分
秒

度
分
秒

060808

060818
12証
個人住宅建設の
ための事前調査

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第10次

うほちょう

宇保町322の一部
ク

度
分
秒

３４

４９

０２

135度

25分
49ん少

061117

061120

２
ｍ
店舗建設のための

試掘調査

う1ま �ヽ¬ビき

宇保遺跡第 1次

うほちょう

宇保町171-8,
174-5,174‐6

ク

度
分
秒

135度

25分

52秒

６０４

ヽ

６０５

3♂
建売住宅建築に

伴う試掘調査

はちづかいせき

鉢塚遺跡第 1次

はちづか

鉢塚2-384-1
ク

度

分

秒

135度

26分
15秒

061227

061228
2∬
個人住宅建築に
伴う事前調査

はちづかきたいせき

鉢塚北遺跡第1次

はちづか

鉢塚1-302-34
ク

度
分
秒

３４

４９

０９

135度

26分

06秒

070201

070202
3♂
個人住宅建築に
伴う事前調査

所  在  地 種 房」 主 な時代 主 な遺構 1主 な遺物 特記事 項
いけだじょうせき

池田城跡第54次
城館跡・集落跡 中世 ―   1 土師器等

いけだじょうせき

池田城跡第55次
城館跡・集落跡

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第9次
集落跡

弥生・飛鳥
。中世

柱穴  1 土師器等

ぜんじょうじいせき

禅城寺遺跡第10次
集落跡 飛鳥・中世 柱穴  1 瓦器碗等

う1&し せヽき

宇保遺跡第 1次
集落跡

はちづかいせき

鉢塚遺跡第 1次
集落跡 中世 柱穴  1  土師器

はちづかきたいせき

鉢塚北遺跡第1次
散布地 中世 ―   1 土師器等
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1)池田城跡第54次調査 第1ト レンチ全景 (南西から)
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2)池田城跡第54次調査 第 2ト レンチ全景 (南から)
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1)池田城跡第55次調査  トレンチ全景 (北から)
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2)禅城寺遺跡第 9次調査  トレンチ全景 (南から)
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1)禅城寺遺跡第 9次調査  トレンチ全景 (南東から)

2)禅城寺遺跡第10次調査  トレンチ全景 (西から)
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1)宇保遺跡第 1次調査  トレンチ全景 (北東から)
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2)鉢塚遺跡第 1次調査  トレンチ全景 (南から)
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1)鉢塚北遺跡第 1次調査  トレンチ全景 (南から)
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2)池田城跡第54次調査 出土遺物 3)池田城跡第54次調査 出土遺物 裏

4)禅城寺遺跡第9次調査 出土遺物 1 5)禅城寺遺跡第9次調査 出土遺物 1裏
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1)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物2 2)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物2裏

3)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物3 4)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物3裏

5)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物4 6)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物4裏
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7)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物5
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5)鉢塚北遺跡第 1次調査 出土遺物 1
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6)鉢塚北遺跡第 1次調査 出土遺物 1裏
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1)禅城寺遺跡第 9次調査
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出土遺物6

3)禅城寺遺跡第10次調査 出土遺物

2)禅城寺遺跡第 9次調査 出土遺物6裏

4)禅城寺遺跡第10次調査 出土遺物 裏
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7)鉢塚北遺跡第 1次調査 出土遺物2 8)鉢塚北遺跡第 1次調査 出土遺物 2裏
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